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確

立

堀

江

英

lま

カ4

き

し

我
が
闘
民
経
桝
は
、
農
業
に
於
け
る
資
本
主
義
化
心
欠
如
・
そ
れ
に
基
一
〈
機
構
的
な
低
賃
銀
・
低
劣
な
技
術
水
準

r制
約
さ
れ
て
、

低
賃
銀
が
技
術
水
準
心
低
位
を
補
償
し
う
る
衣
料
生
保
部
門
主
縫
展
せ
し
め
、
生
産
千
段
生
産
部
門
の
後
民
主
制
度
に
制
約
し
、
四
日

的
優
秀
を
要
請
す
る
軍
需
生
産
を
軍
需
工
臓
と
し
て
硝
立
せ
し
め
た
。
か
く
し
て
衣
料
の
輸
出
に

k
る
高
度
の
生
産
下
段
・
軍
国
悼
の

輸
入
確
保
は
我
が
閲
民
経
怖
の
再
生
産
機
構
確
立
に
到
す
る
主
上
命
令
で
あ
り
、
叫
陣
立
そ
の
も
の
ミ
形
態
で
あ
っ
た
。
輪
山
川
向
山
相
織

業
は
我
が
閥
民
経
怖
の
再
生
産
機
構
に
於
℃
か
t
h

る
性
格
を
荷
は
さ
れ
た
衣
料
生
時
部
門
に
於
け
る
重
要
輸
川
産
業
で
あ
り
、
従
つ

て
総
出
向
約
締
業
が
か
i
h

名
再
生
産
機
構
の
某
底
心
一
つ
と
し
て
も
う
生
産
補
遺
の
性
格
の
分
析
が
己
弘
の
問
題
で
あ
呂
。

政
闘
の
輪
出
向
絹
枇
刷
業
は
四
つ
の
後
展
段
階
を
も
っ
て
ゐ
る
。
一
自
明
治
十
年
・
五
明
治
二
十
年

i
手
巾
地
・
傘
地
己
と
に
下
巾

地
主
製
織
し
・
バ
ッ
グ
ン
主
技
術
的
基
礎
と
す
る
〔
耐
井
勝
・
行
川
燃
で
は
明
治
十
年
織
殿
よ
り
導
入
〕
近
代
的
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
品

ア
と
し
て
明
治
十
年
創
始
さ
れ
、
組
制
的
恐
慌
時
期
〔
明
治
十
四
年
1
十
八
年
〕
に
相
慨
を
卸
し
た
〔
明
治
十
九
年
の
綿
織
物
及
絹
製
品

匂
-

検
問
の
輸
大
凌
駕
は
専
ら
千
巾
の
輪
川
に
よ
る
〕
。
か
く
し
て
輪
山
川
向
組
織
業
は
そ
の
出
護
描
に
於
て
す
で
に
、
明
治
十
六
年
パ
ヴ

タ
ン
を
体
へ
た
附
毛
機
業
地
た
ど
の
内
地
向
紹
織
業
よ
り
逃
悲
し
た
技
術
的
某
礎
を
も
っ
て
ゐ
た
が
、
検
問
向
絹
松
栄
の
本
的
廿
的
た

後
日
肢
は
明
治
二

1
年
前
後
の
澗
二
草
創
級
以
後
に
始
ま
る

G

一J
自
明
治
一
一
十
年
・
半
明
治
三
十
五
年
目
別
二
前
九
製
織
は
明
治
二
十
年

井 l 徳之助 3 輸出羽二重(大正2!4~) 、 15~21頁および27-29頁。 石 川 廟 ， 石
川県重之産業(大正6-"f--':)、 826頁 2) との有Iの貿易統計はすべて東洋粍済
新報社嗣，日本貿易精嘩(昭和IO!i1守による。 3) 横井時事，日本工業史
(改造文庫)、 '75頁。



前
後
に
始
ま
り
、
時
制
的
恐
慌
時
期
に
激
化
さ
れ
た
農
民
家
内
工
業
の
崩
壊
H
義
民
の
階
級
分
化
を
長
礎
と
し
て
念
謹
に
普
及
し
た

〔
イ
耐
井
鯨
で
は
明
治
二
十
年
初
二
買
製
織
を
倒
習
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年
に
は
奉
書
納
・
手
巾
地
・
傘
地
製
織
は
完
奈
に
初
一
一

重
製
織
に
締
換
し
、
全
腕
下
に
普
及
し
た
。
ロ
羽
二
章
一
中
心
白
絹
織
物
輸
出
に
よ
る
手
巾
中
心
の
絹
製
品
輸
山
川
凌
鶴
は
明
治
一
一
十
五

か
く
し
で
バ
ッ
タ
ン
を
技
術
的
基
礎
と
す
る
近
代
的
マ
=
ユ
フ
?
ク
チ
ユ
ア
・
家
内
工
業
・
織
元
H
貨
純
業
が
農
民

年
連
成
苫
る
〕
。

の
階
級
分
化
に
針
舷
し
て
分
化
し
、
産
地
商
業
資
本
が
そ
れ
ら
を
商
業
務
本
的
H

高
利
貸
資
本
的
に
間
接
的
に
支
配
す
る
が
、
と
の

産
地
商
業
資
本
は
轍
阿
南
資
本
の
支
配
綱
た
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
二
自
明
治
一
一
一
十
五
年
・
玉
大
医
九
年

l
明
治
三
十
年
代
に
入
り
完
成

さ
れ
・
明
治
三
十
五
年
初
こ
重
製
織
に
導
入
さ
れ
た
内
地
裂
絹
力
維
機
は
、
明
治
末
年
頃
轍
問
向
絹
織
業
の
機
械
化
・
工
場
化
を
逮

成
せ
し
め
、
そ
れ
と
と
も
に
産
地
商
業
資
本
は
一
方
に
産
業
資
本
に
静
化
し
売
が
、
他
方
に
我
が
繭
民
経
済
白
悲
礎
構
造
に
制
約
さ

れ
た
技
術
の
性
格
・
賃
借
何
働
の
純
資
忙
妨
げ
ら
れ
て
商
業
資
本
と
産
業
資
本
と
白
分
離
調
立
は
完
成
さ
れ
や
・
産
地
商
業
資
本
は
一
般

機
業
家
主
商
業
資
本
的
H

両
初
利
資
本
的
に
直
接
的
に
支
配
す
る
に
至
り
.
か
t
A

る
産
地
商
業
資
本
〔
同
時
に
産
業
資
本
を
殺
ね
る
〕

を
支
配
網
と
し
て

H
ん
財
閥
の
分
身
た
る
巨
大
轍
出
商
資
本
の
寡
頑
支
配
が
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
問
自
大
正
九
年
五
硯
布
第
一

次
位
界
大
戦
中
に
急
建
に
高
級
織
物
製
織
へ
の
迭
を
辿
っ
た
輪
出
向
縞
織
誌
は
、
大
正
九
年
忙
始
ま
ろ
戦
後
の
不
況
以
来
官
上
絹
製

織
へ
締
換
し
〔
宙
-
士
絹
輸
出
白
羽
二
軍
一
輪
向
凌
割
高
は
阿
和
花
年
達
成
さ
る
U

。
附
和
五
年
比
始
主
る
一
般
的
恐
慌
以
来
さ
ら
に
人
絹
織

物
に
持
換
し
た
〔
人
絹
織
物
輸
出
の
絹
織
物
輸
出
凌
駕
は
明
和
七
年
達
成
さ
る
い
。
か
t
A
Z

特
換
は
、

一
方
に
版
級
生
産
者
が
群
小
製

続
資
本
か
ち
濁
占
的
な

E
大
紡
総
資
本
・
人
絹
資
本
に
移
る
こ
と
を
意
味
し
、
原
総
生
産
者
か
ら
の
一
中
間
商
人
排
除
・

一
般
機
業
家

へ
の
歴
力
を
促
進
し
、
他
方
に
豆
大
紡
総
資
本
・
人
絹
資
本
の
絹
・
人
絹
織
物
製
織
粂
樫
を
促
進
し
、
か
く
し
て
リ
ン
ク
・
シ
ス
テ

ム
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
ん
と
す
る
人
絹
資
本
に
よ
る
一
般
機
業
家
の
賃
機
化
の
基
礎
を
形
成
し
た
。
保
し
己
れ
は
人
絹
資
本
白
寡

輸
出
向
絹
織
業
の
確
立

第
五
十
二
巻

第
四
競

七
Ju 

回
七
七

繭#瞬融物同業組合五 f年史〈昭和12!ヰ)272頁。 5) 井上徳之刷，輪出羽
二重。繭井鯨織物同業組合三十五年史伊ミ正w年)。同五寸年史。石川勝，石
川願之産業。石川盟系軸物措置僻;石川願締業奥(昭和四年)。岡島牒，嗣島県系
是資料上巻(大正2!，'卜)。嗣島牒，廉業調察報告事五編羽二重業(明拍44年)。

4) 



輪
出
向
絹
織
業
の
確
立

第
五
十
二
巻

ノ一、
O 

四
七
八

傍
阿
蛾

頭
支
配
の

E
大
輪
出
商
資
本
の
寡
頭
支
配
に
到
す
る
代
替
に
す
ぎ
や
、
支
配
形
態
そ
の
も
の
の
雛
化
で
は
在
〈
、
従
っ
て
前
期
の
生

産
形
態
の
展
開
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
し
て
第
二
段
階
第
三
段
階
は
確
立
過
程
を
、
第
四
段
階
は
確
立
形
態
の
展
開
を
形
成
す
る
。

確

立

過

程

ー
自
明
治
=
+
年
・
至
明
治
三
+
五
年

輪
出
羽
二
重
は
明
治
二
十
年
前
後
か
ら
稲
井
腕
・
石
川
闘
で
踊
島
牒
〔
川
俣
中
心
〕
・
富
山
鯨
・
山
形
牒
〔
明
治
二
十
七
年
創
始
・

凶
田
川
郡
鶴
岡
巾
心
〕
に
創
織
さ
れ
、
急
建
に
殻
展
し
た
。

山
積
展
の
基
礎

か
L
る
急
速
た
致
展
を
た
し
え
た
基
礎
は
、
輪
問
羽
二
重
の
使
用
慎
値
に
規
定
さ
れ
た
パ
ヴ
タ
ン
の
普
及
長
よ

ぴ
障
制
的
恐
慌
時
期
に
激
化
さ
れ
た
農
民
家
内
工
業
の
崩
壊
日
農
民
の
階
級
分
化
に
求
め
る
と
止
が
で
き
る
。

輸
出
羽
二
重
は
そ
の
創
織
営
時
か
ら
バ
ッ
タ
ン
を
技
術
的
基
礎
と
し
た
が
、
石
川
牒
大
聖
寺
で
は
明
治
二
十
五
年
す
で
に
『
葎
来

の
高
機
師
ち
手
織
機
全
〈
慶
せ
ら
る
誌
に
至
り
』
千
ヤ
Y

キ
リ
権
〔
一
種
の
バ
ッ
タ
ン
〕
が
唯
一
の
織
機
と
な
り
aw

稲
井
町
制
で
も
明
治

=
一
十
二
年
に
バ
ッ
タ
ン
の
手
織
機
忙
針
す
る
凌
駕
が
見
ら
れ
'
針
。

h
L
準
資
本
主
義
闘
の
近
代
的
商
品
こ
と
に
綿
糸
・
綿
布
は
、
樟
制
的
恐
慌
時
期
に
漸
〈
根
を
卸
し
か
貯
た
日
本
資
本
主
義
I

己
相
倹

っ
て
、
農
民
家
内
工
業
を
崩
壊
せ
し
め
、
か
の
急
激
左
農
民
階
級
分
化
が
生
じ
た
。
か
〈
し
て
農
民
家
内
工
業
の
中
心
た
る
締
糸
・

綿
布
に
代
っ
て
、
商
品
生
産
売
る
羽
二
重
製
織
が
導
入
さ
れ
た
。

⑨
生
産
組
織

上
港
白
如
骨
農
民
自
階
級
分
化
に
基
い
て
費
展
し
た
輸
出
向
絹
織
業
は
、
そ
の
農
民
の
階
級
分
化
に
針
臆
し
て
、

「
士
族
並
忙
部
部
よ
り
金
津
へ
布
市
り
て
作
億
米
に
上
り
生
活
す
る
地
主
』
を
『
事
業
主
』
と

L
、

農
民
家
内
工
業
主
喪
央
し
た
貧
農

日銀繭島支府 5川俣羽二重=闘スル調査(大正4年九 日額面高島支届，山形鳳
ノ絹織業(大lE7年)撃参照。 6) 石川勝 3石川麻之産業、 792買。
第十六央農商帯書統計者参照。 8) 石川揮系，石川勝之産業、 805頁。7) 



白
子
女
を
賃
持
働
者
と
す
る
近
代
的
マ
エ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
、
中
農
に
よ
り
経
替
さ
れ
る
新
し
い
形
態
の
一
家
内
工
業
、
貧
農
心
不
完

杢
友
家
族
持
働
を
基
礎
と
す
る
織
元
H

賃
織
業
主
成
立
せ
し
め
ち

一

技

術

段

階

一

槽

業

戸

数

一

生

産

慣

格

〔

j]ι1!
川1!!一一1一
;1j]jJ川一官晶判却f
」

に
下
恒
陣
同
巳
恒
匡
回
ド
ド
匝一」〕回一品一比臼

帽
考
明
泊
=
豆
一
十
凡
年
度
各
帽
照
酬
続
計
書
『
調
ニ
童
』
の
項
よ
り
1左とる

「
工
場
」
と
は
職
工
十
人
以
上
回
、
「
家
内
工
業
」
と
は
家
族
・
職
工
十
人
未
満
白
槽
織
場
、
「
輔
元
」
ξ

は
構
駒
内
原
料
を
仕
入
れ
宵
き
専
ら

「
賃
織
業
者
」
に
織
貨
を
以
で
製
融
せ
し
め
自
己
の
槽
織
揚
を
所
有
せ
ざ
る
者
を
指
す
。

「
生
産
情
格
」
『
賃
織
業
」
の
空
白
は
そ
の
生
産
倒
持
が
続
完
に
算
入
さ
れ
て
ゐ
る
た
品
で
あ
る
。

己
の
段
階
に
於
て
は
産
地
商
業
資
本
白
機
業
来
日
常
は
殆
ん

E
見
ら
れ
や
・

そ
の
機
業
一
誌
に
針
す
る
直
接
的
支
配
の
形
態
売
る
賃
織

業
は
比
較
的
少
〈
、
之
に
封
し
産
地
商
業
資
本
の
生
来
問
屋
・
洞
二
重
問
屋
粂
品
百
台
よ
ぴ
市
場
取
引
に
よ
り
間
接
的
に
己
れ
忙
支
配

さ
れ
る
近
代
的
マ
ュ
ー
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
・
案
内
工
業
〔
獅
立
性
を
喪
失
し
た
濁
立
機
業
家
〕
が
支
配
的
で
あ
品
。

例
腫
産
地
商
業
禿
本
の
生
糸
間
開
・
羽
二
重
問
犀
兼
替
、
そ
の
も
と
に
於
け
る
市
場
車
引
の
性
格
を
例
詮
す
る
ロ

川
雅
替
摩
地
商
業
警
本
が
生
糸
・
羽
二
重
の
賓
買
金
併
せ
掌
揖
ず
る
こ
と
は
、
繭
井
廊
・
石
川
麟
の
如
〈
生
糸
問
屋
J
押
立
人
J
禰
謝
割
』
〔
市
場
〕

J
仲
買
人
ま
た
は
委
託
商
ム
羽
二
重
問
屋
[
生
糸
問
屈
の
栄
普
]
の
取
引
系
統
を
と
る
場
合
で
も
、
中
間
商
人
を
自
己
目
支
配
制
た
ら
1
め
、
間
接
的
な
が

ら
機
業
家
円
摘
立
性
を
奪
ふ
。

ι
p
h
A

る
錐
俸
は
石
川
麻
に
最
も
多
〈
、
明
治
末
年
に
は
こ
寸
俸
の
問
屋
中
五
名
目
問
屋
を
陪
〈
す
べ
て
の
阿
屈
が
骨
替
問

屋
で
あ
り
、
耐
井
螺
で
も
明
拍
二
十
五
年
頃
す
で
に
『
従
車
白
生
糸
向
日
開
も
調
二
重
白
好
況
を
盛
り
問
主
ど
の
業
〔
羽
二
重
問
屋
筆
者
い
を
乗
ぬ
る
に

韮
』
っ
た
。
官
山
勝
に
つ
い
て
も
嗣
亡
事
情
が
見
ら
れ
る
。

韓
出
向
調
締
業
白
確
立

第
五
十
二
巻

第
四
蛾

同
七
九

F、

日観嗣鳥文届，川俣朝一室=閥ス Jレ調査、 30-32買運参照。
井 l徳之助，輪問調二重、 45-54頁および164-193頁。
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輸
出
向
組
職
業
の
確
立

帯
五
十
二
巻

静
岡
競

阿
八

O

丹、

仰
市
場
羽
二
重
市
場
は
晴
ん
ど
士
羽
二
重
機
業
地
に
普
及
し
た
が
、
以
上
の
加
〈
粂
替
問
屋
が
生
糸
・
羽
二
重
を
併
せ
掌
握
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

品
卒
な
債
格
形
成
槽
龍
は
央
は
れ
る
。
衆
替
問
屋
町
最
も
多
い
石
川
勝
で
は
羽
二
重
市
場
は
明
治
三
十
一
一
一
勾
金
揮
に
一
度
開
設
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ

も
『
槽
業
家
に
損
失
と
な
る
こ
主
多
』
き
た
め
直
ち
に
閉
鎖
さ
れ
た
事
費
は
と
O
よ
き
詮
明
で
あ
る
。

同
展
白
機
業
家
支
配
と
直
接
閥
聯
し
て
開
設
さ
払
た
羽
二
重
市
場
は
富
山
市
白
明
泊
三
十
年
の
絹
紬
同
県
舎
・
明
泊
三
十
三
年
そ
れ
の
改
組
さ
れ
た
富

山
絹
帥
株
式
曾
祉
の
そ
れ
崎
あ
る
。
乙
の
問
屋
の
株
式
曾
耽
は
、
一
方
に
一
「
胡
二
室
生
糸
の
香
託
販
賓
損
保
貸
金
生
糸
貸
付
』
を
替
業
K
L
、
他
方
に
初
一
一

重
市
場
を
経
普
L
て
ゐ
る
叫

上
越
白
如
〈
専
ら
流
通
闘
係
を
通
巴
商
業
資
本
的
に
機
業
家
主
支
配
す
る
産
地
問
屋
は
多
〈
は
櫛
演
の
輸
出
商
資
本
ま
た
は
由
民
込

商
の
同
張
所
・
代
理
広
で
あ
り
〔
明
治
四
十
年
一
耐
井
市

D
m一
一
豆
問
屋
十
七
名
中
九
名
が
横
演
輪
出
商
の
出
張
所
、
富
山
市
白
羽
一
一

重
問
毘
四
名
中
二
名
が
模
演
勝
間
商
白
川
張
所
で
あ
る
が
、
残
飴
の
澗
二
重
一
問
屋
も
恐
ら
く
横
顔
輸
出
商
ま
た
は
買
込
商
の
代
理
屈

で
あ
ら
う
〕
、
従
っ
て
上
惑
の
産
地
商
業
資
本
は
究
桜
に
於
て
か
友
り
多
〈
の
・
い
ま
だ
外
国
商
品
聞
を
ふ
〈
む
横
演
輸
出
商
資
本
の

支
配
網
に
す
ぎ
た
い
。

③
純
揖

前
同
正
名
が
既
に
指
摘
し
て
ゐ
る
如
〈
我
岡
山
輸
出
向
絹
紙
業
白
創
始
ま
へ
に
リ
ヨ
ン
で
は
力
織
機
に
よ
る
生
産
組
織

の
愛
革
が
進
展
し
つ
?
あ
っ
た
の
で
あ
れ
円
、
従
っ
て
我
闘
の
機
問
向
紺
織
業
は
バ
ッ
タ
ン
を
以
て
除
米
の
力
織
機
に
封
抗
し
つ
¥

顕
著
友
愛
展
を
と
げ
た
の
で
あ
る
が
、
か
、
る
輪
出
能
力
は
『
本
邦
製
例
二
重
ノ
債
格
外
国
製
一
一
日
比
シ
低
廉
ナ
ル
ヲ
ト
、
本
日
川
ノ
憤

栴
低
廉
ナ
ル
エ
二
様
ノ
原
悶
了
リ
共
一
、
本
邦
ノ
工
賃
ハ
之
ヲ
険
米
ェ
比
ス
レ
バ
盗
カ
エ
低
廉
ナ
ル
コ
ト
共
二
、
外
商
ノ
M
L
ム
所
常

-
一
低
廉
ノ
一
方
ニ
在
ル
ヲ
以
デ
貰
込
商
ヨ
リ
織
一
花
ニ
一
重
ル
マ
テ
自
己
の
利
潤
ヲ
滞
ク
シ
競
テ
注
文
に
臨
ス
ル
ヲ
務
ム
ル
ヨ

h
』
、
帥

4τ
フ
ァ
ク
ト

ち
前
に
詳
述
し
た
機
構
的
た
低
賃
銀
〔
事
寅
上
白
賃
借
町
働
者
の
そ
れ
を
含
め
て
〕
治
上
ぴ
商
業
資
本
の
生
産
者
麗
迫
に
よ
る
技
術
水
準

低
位
心
補
償
に

b
っ
た

3

か
く
亡
輸
出
向
絹
織
業
の
か
L
S

る
崎
形
的
な
輸
出
能
力
は
、
我
が
国
民
経
梢
の
再
生
産
機
構
確
立
過
判
明
心

石川牒，石川県黒之産業、 807頁。 日) 井上徳之助，輪出羽二重量、 191-
193頁。 '3) 農商務省商工尚，北陸三厩轍出重要品調査報告(明治40年)、
28、124][0 14) 前田正名興業意見(明治'7年)に課哉された茂繭氏演
誼『僻岡里昂絹織職工の組織』参照。
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も
つ
特
殊
な
諸
僚
件
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
の
再
生
産
機
構
を
特
殊
在
も
の
と
し
で
確
立
せ

L
め
え
た
諸
燥
件
の

一
つ
で
あ
る
。

ー
自
明
治
三
十
五
年
・
至
大
正
丸
年

明
治
三

1
年
代
に
王
り
漸
く
完
成
さ
れ
た
紺
力
級
機
は
、
明
治
一
一
一
十
五
年
始
め
て
輸
出
羽
一
軍
製
織
に
舷
用
さ
れ
、
時
と
明
治
末

年
機
枕
化
・
工
場
化
さ
れ
、
か
、
る
基
礎
k
で
第
一
次
叩
界
大
戦
中
の
護
展
が
た
さ
れ
た
。

機
械
化
の
栴
軸
は
力
織
機
化
で
あ
る
か
ら
と
h

で
は
力
線
機
の
完
成
に
つ
い
で
設
〈
。

我
閣
の
輸
出
凋
二
重
の
主
要
競
争
闘
た
る
仰
米
削
闘
に
於
け
る
紛
職
業
の
産
業
革
命
の
完
成
は
、
同
時
に
主
要
需
要
閣
た
る
悌
米

巾
川
力
織
機
の
完
成

販
路
什
向
タ
肢
シ
ト
雌
I
モ
バ
タ
l
ソ
シ
市
製
機
械
純
白
羽
川
二

加

重
ハ
廉
債
ι

シ
チ

H
ツ
日
凡
柴
ア
レ
バ
大
ニ
膝
倒
サ
ル
、
ノ
感
ア
リ
』
明
治
三
十
四
年
井
市
俄
古
帝
国
領
事
報
告
U

、

削
闘
に
於
け
る
孜
闘
の
相
川
二
草
彰
一
陣
…
倒
す
る
に
ギ
り
〔
『
山
H
M
二
古
川
ハ

我
岡
白
輸
出

向
紛
織
業
に
於
け
る
生
産
形
態
の
成
熟
(
前
掲
表
参
照
)
と
相
佼
ち
、
そ
の
技
術
的
基
礎
を
パ
ツ
タ
ン
か
ら
力
織
機
巨
移
す
己
L
し
を
必

盟
な
ら
し
め
た
。

か
4
し
て
先
づ
明
治
コ
一
十
一
年
瀦
外
式
紹
力
織
機
(
山
静
岡
耕
輔
岡
商
廊
外
古
護
明
て
つ
い
で
明
治
三
十
三
年
律
問
式

つい
h

い
て
と
れ
を
模
倣
し
た
多
数
の
絹
力
織
機
が
完
成
さ
れ
た
。

紺
力
織
機
(
金
揮
津
間
米
次
郎
愛
明
)
、

然
し
と
れ
ら
白
絹
力
織
機
完
成
に
あ
た
っ
て
は

『
現
在
-
一
於
ケ
ル
z

情
闘
ノ
持
銀
ハ
賦
米
一
一
比
シ
テ
低
廉
ナ
ル
ハ
事
責
ニ
L
V

テ
資

本
ニ
封
ス
凡
金
利
ノ
欧
米
一
一
比
シ
テ
商
キ
モ
亦
事
責
ナ
リ
。
高
利
ノ
資
本
ト
低
廉
ナ
ル
努
銀
ト
ハ
新
式
機
械
ヲ
輸
入
シ
工
業
組
織
ヲ

鑓
吏
ス
ル
ト
-
ニ
於
テ
大
三
考
慮
ヲ
要
ス
ペ

h
』
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
完
成
さ
れ
た
内
地
製
絹
力
純
機
は
我
が
閥
民
統
済
の
基
礎
構

迭
を
表
現
し
て
、
極
め
て
生
産
力
は
低
〈
、
そ
の
持
働
吸
牧
性
は
非
常
に
た
か
い
も
心
で
あ
っ
た
。

輸
出
向
絹
織
業
の
確
立

事
問
腕

骨
五
十
二
巻

"" J¥ 

ノーに

農商務省商工周，輪出剥二重調査望号料(明暗38年). 37頁。丹両の陵坦は耕局
生産者に韓魁之されるこ ξ を看過Lてゐ否。 16) 農商務省商工局，輪出
現二重調査資料、 91買の 17¥ 企部同工骨議所金聞の絹力維構(昭和H
勾)、 2-15頁。
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輸
出
向
精
織
業
の
確
立

策
五
十
三
巻

瑞
同
ル

1

チ

曾

吐

製

設

備

一

日

本

製

一

般

設

備

一

設

備

様

式

一

一

人

運

輔

設

備

数

一

設

備

様

式

τ
人
運
輔
設
備
敷

車

線

一

ホ

平

糸

繰

由

一

八

O
l
一
六

O
窓

一

水

平

糸

繰

機

一

一

Z
O窯

一

一

L
一

本

糊

付

槽

一

同

O
枠

組

一

糊

何

一
λ

ラ

y
Z
I糊
付

機

一

一

単

一

?

舟

-

再

繰

↑

一

J
〔

最

繰

槽

乗

用

〕

一

六

O
搾

準

一

整

組

一

ド

ラ

ム

整

輝

槻

一

-

一

金

一

ド

ラ

ム

整

担

機

一

一

室

個

一

織

上

一

〔

手

持

働

〕

一

一

〔

手

勢

働

]

一

L

純

一

合

来

一

合

探

機

一

二

四

O
l円
八

O
睡
一
一
定
の
名
稽
な

L
一

同

O
酔

晶

一

下

笠

菅

一

〔

不

要

U

一

一

一

定

の

名

相

な

し

一

五

日

置

唯
一
撚
来
一
フ
ラ
イ
ヤ
-
撚
糸
機
で

5

0

一
X
U
C
O
錘
一
フ
ラ
イ
ヤ
1
撚
糸
機
一
一
一
、

0
0錘

輔

一

上

管

巻

一

水

平

緯

巻

機

一

二

凹

O
i
一一一五

O
離

水

平

緯

春

槻

一

一

五

錘

機

織

7
1チ
式
力
織
機
一
阿

l
i
と

き

に

一

二

基

〔

典

型

津

田

王

位

「

三

事

PJl 
ハ、

第
四
蛾

丹、

凹

備
考
川
「
瑞
西
ル

1
チ
骨
社
製
設
備
」

は
本
絹
肱
織
物
を
主
ー
ル
与
す
る
鐘
劫
山
科

工
場
よ
り
と
り
、
「
日
本
製
一
般
設
備
」

は
人
相
軸
物
を
主
と
す
る
嗣
井
市
白
工

場
よ
り
と
る
。
「
日
本
製
一
般
設
備
」
に

劃
比
ナ
ペ
き
は
欧
米
絹
力
融
機
使
用
工

場
で
は
な
〈
、
欧
末
人
絹
自
働
融
機
慣

用
工
場
を
正
悦
ー
と
す
る
も
、
資
料
を
舵

〈
。
昭
和
十
五
年
筆
者
の
調
査
。

間
欧
米
の
絹
力
融
機
は
我
園
田
担
済
白

基
礎
構
避
に
受
容
さ
れ
符
な
か
っ
た
二

例
u

(

イ
)
明
暗
三
十
五
年
農
商
務
省
は

備
凶
ヂ

A
1
ド
リ
ツ
シ
ユ
絹
力
融
樽
を

購
入
し
主
要
構
業
地
に
貸
興
し
た
が
、

こ
れ
を
模
倣
す
忍
絹
力
織
槽
は
金
〈
な

い
。
(
ロ
)
ル

l
チ
式
絹
力
軸
棋
を
模
倣

L
、
我
岡
最
高
の
絹
織
槽
械
を
製
作
し

た
帯
製
作
所
の
持
業
成
績
を
見
よ
。
害

式
絹
力
軸
様
は
晴
ん
ど
普
及
し
て
ゐ
な

、。

相
川
生
産
形
態

以
上
の
如
く
し
て
完
成
さ
れ
た
内
地
製
絹
力
織
機
は
明
治
一
二
十
五
年
始
め
て
輸
出
羽
二
重
製
織
に
膝
刑
さ
れ
、
営

時
の
検
出
綿
織
物
の
ほ
と
ん
ど
杢
部
を
し
め
て
ゐ
た
輸
出
羽
三
重
製
織
部
門
で
は
大
臣
元
年
に
は
す
で
に
力
織
機
教
の
手
織
機
〔
所

調

手

織

機

・

バ

ッ

タ

v
・
足
階
級
機
を
含
む
〕

ι封
す
る
凌
駕
が
見
ら
れ
る
。

ー・圃園副守・-・E ・-
品目

井

業主(2)の備
の技パ項考
場術ツよ
合史タり (1)
h主トシ主f首
この Jる該
才し逼足。年

と則B存度
異と融各
るす槽隅

Yる J 統
監lがカ計
ち、続書
マ鞍槽哀
=出と宜i
ユ羽賀 E2 
Y一民竺
ア重す孟
ク槽る邑

農商務省商工周，瞬間羽二重調査資料、森田商工局長序文9買。18) 
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」一一ー一一一一一

八
、
五
八
二

五
、
九
五
七

八
六
七

宮胴石

山島川

バ十聞のチ
ツ年槽に品
タ史組封ア
シ・織抗が
を凹にしバ
鹿O添てツ
L~三 u、、ダ

足頁』家シ
蹄円を
織自繭工麿
掛己介業L
をを麟賃力
探 推 般 織 軸
用持物業構
Lナ同がを
たる業=;)f!定
T 。た粗従用

品合車ナ
ι 、ヨhーのる

力
織
機
化
白
か
l

為
る
進
展
は
必
然
的
に
家
門
工
業
・
貨
織
業
を
崩
壊
せ
し
め
、
工
場
化
を
促
進
す
る
が
、
輸
出
羽
二
重
生
産
債
格

に
於
け
る
工
場
白
優
位
〔
表

I
〕
・
職
工
敢
に
於
け
る
工
場
の
優
位
〔
表

E
〕
は
略
と
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
年
比
達
成
さ
れ
た
。

I 

師 臨話 雨漏 抗司

高 井 ， 島 井

車革 牒 腺 牒

工

明議

場
丹、 弓明 ~I 明

産債生、 大 、
宝玉 九 惜量 一地 七 f古
wd 

史 四 i丞四六
E 

ユ生
P司 格

十 一十

一 会 金

= 
" 年 職

生

、 年 、 産
-l; 四 ヨこ

t格買
ブむ 大 埋ま

七人

ニ「 工
場

大
七 明 O、 明 生、 、

債産務六 "す 八 f官 二泊

四
E 

五 タむ Wl 
プす 七人 l旦-1-r 

会r
l 匹I

産生ι 

年
四 つ、年、

O 大七t 
四 慣

O 主王 格
四人 アて

E 

情
考
向
田
所
は
前
掲
警
に
同
日
「
生

産
情
格
」
に
闘
す
る
と
白
積
統
計
は
石
川
麻

統
計
書
で
は
明
泊
三
十
九
年
、
富
山
鯨
統
計

書
で
は
明
治
四
十
一
年
に
始
ま
る
が
、
と
も

に
同
年
度
に
於
け
る
工
場
町
優
位
が
見
ら
れ

る
。
「
職
工
敬
」
に
閣
ナ
る
こ
の
穂
統
計
は
山

形
臨
統
計
書
で
は
明
泊
四
十
三
年
、
石
川
勝

統
計
帯
。
宮
山
師
統
計
帯
で
は
明
泊
四
十
四

年
に
始
ま
る
が
、
'
と
も
に
同
年
度
に
於
け
る

工
場
町
優
位
が
見
ら
れ
る
。

山
凶
柵
械
化
・
工
場
化
は
平
調
二
重
樹
業
民
抽

ま
p
、
手
融
機
を
技
情
的
某
礎
・
と
す
る
家
内

工
業
・
賃
織
業
は
紋
羽
二
重
・
縞
羽
二
重
機

業
に
韓
業
L
た
〔
明
拍
四
十
四
年
石
川
隅
統

計
書
一
二
四
頁
参
照
]
。

品
川
槽
械
化
・
工
場
化
は
農
民
の
家
内
工
業
・

賃
融
業
を
踊
耐
載
せ
し
む
る
が
、
ま
た
職
工
教

を
も
相
劃
的
・
担
割
的
に
時
少
せ
し
む
る
。

こ
れ
は
明
泊
四
十
三
年
に
始
古
ふ
る
再
度
目
急

激
な
農
民
階
級
分
化
に
封
ず
る
一
つ
の
原
因

で
あ
ら
う
[
石
川
原
続
計
書
の
土
地
所
有
闘

係
を
示
す
個
所
参
照
〕
。

鞍
出
向
絹
融
業
白
確
立

第
五
十
二
巷

輸
出
向
絹
織
業
白
機
械
化
・
工
場
化
は
、
家
内
工
業
・
賃
織
業

k

h
け
る
牢
農
学
工
の
家
族
従
業
員
の
コ
揚
曲
目
働
者
へ
の
編
制
替
を

四
八
三

第
四
競

ノ1

五



輪
山
間
的
絹
融
業
の
礁
立

第
五
十
二
番

第
四
腕

ノ"-~ ノ、

M
H

八
四

促
進
す
呂
が
、
規
模
の
横
大
寸
る
に
従
っ
て
、
業
主
と
賃
持
働
者
と
の
多
分
正
封
建
的
色
彩
を
も
っ
『
主
従
関
係
』
は
稀
滞
に
及
川
、

従
っ
て
勢
賃
部
分
が
多
〈
友
る
た
め
、
し
へ
規
模
工
揚
化
の
傾
向
は
著
し
く
疎
害
さ
れ
、
ま
た
前
述
白
技
術
白
性
格
が
小
規
棋
王
場
の

打
a

止
を
可
能
在
ら
し
め
る
。
か
く
し
て
輪
出
向
絹
織
業
で
は

『
品
開
祉
経
費
〔
大
粧
品
百
事
者
〕
に
あ
り
で
は
主
と
し
て
品
種
の
統

さ
れ
た
ろ
大
量
生
産
比
趨
臆
す
る
無
地
物
或
は
輸
物
類
の
生
産
に
機
械
力
の
増
進
主
岡
り
て
技
術
的
賓
力
を
製
品
に
穎
現
し
、
尚
中

小
1
場
、
個
人
経
慨
に
於
て
は
小
規
模
に
越
す
る
挫
織
、
紋
織
等
の
柄
物
系
統
に
大
工
場
の
迫
従
を
許
さ
ぬ
濁
白
牲
を
渡
揮
」
す
る

問

、

分
業
闘
係
が
成
な
し
て
ゐ
る
。

愉
出
向
縞
織
業
に
於
け
る
機
械
化
白
確
立
・
大
規
模
粧
品
百
と
小
規
模
終
日
常
と
の
府
殊
た
分
業
闘
係
は
新
し
い
従
属
闘
係
を
成
立

せ
し
め
た
。
路
地
商
業
資
本
は

一
五
に
近
代
的
産
業
資
本
に
神
化
し
・
大
規
模
工
場
を
創
始
し
て
、
危
険
の
少
な
い
・
大
量
生
産

に
適
す
る
い
出
物
・
縞
物
類
の
生
産
に
進
出
し
、
他
↓
』
に
巾
間
的
た
支
配
網
を
排
除
し
て
直
接
的
に
新
し
い
形
式
〔
原
総
販
費
代
金
は

問
屋
の
機
業
家
に
針
す
る
債
樺
と
し
て
記
帳
さ
れ
、
そ
れ
は
原
総
則
賓
と
同
時
に
約
定
し
た
製
日
間
の
購
買
代
金
に
よ
り
相
殺
さ
れ
、

モ
心
残
徐
|
寛
賞
ヒ
織
貨
を
支
榊
ふ
。
従
っ
て
賃
織
業
の
名
目
礎
化
に
す
ぎ
な
い
〕
の
も
と
に
巾
小
経
替
を
支
配
L
、
危
険
の
多

い
特
殊
品
を
生
産
せ
し
め
る
ロ
か
ノ
¥
し
て
産
地
商
業
資
本
は
近
代
的
産
業
資
本
家
と
商
業
資
本
目
高
利
貸
資
本
家
と
を
一
身
に
荷
ふ

に
至
っ
た
が
、
商
業
資
本
の
産
業
資
本
へ
り
陣
化
の
か
h

る
停
滞
性
は
そ
れ
が
も
っ
投
術
の
性
格
・
賃
持
働
の
性
格
を
遇
巴
て
院
が

国
民
経
怖
の
基
礎
構
造
に
っ
た
が
る
の
で
あ
る
。

倒
誼
i
機
業
家
・
問
屋
並
轡
に
闘
す
る
若
干
の
質
例
を
あ
げ
る
。

仰
山
形
勝
大
正
中
期
鶴
岡
地
方
円
輸
出
向
精
子
機
業
に
は
一
一
つ
の
プ
ロ
ッ
タ
が
あ
っ
た
。
(
イ
)
大
地
主
に
し
て
風
間
銀
行
を
粧
替
す
る
風
間
宰
右
衛

門
の
羽
前
絹
糸
株
式
官
世
左
こ
れ
に
よ
り
『
製
品
井
一
一
原
料
ノ
委
託
販
頁
及
資
金
円
融
調
』
を
遇
L
支
配
さ
れ
る
プ
ロ
ッ
ク
(
七
戸
一
九
一
壷
¥
(
ロ
)
務

藤
持
吉
白
鶴
岡
織
物
株
式
曾
世
と
こ
れ
に
支
配
さ
れ
る
機
業
家
と
の
プ
U

7

ク
(
七
戸
七
O
凡
牽
)
、
(
ハ
)
残
像
の
五
戸
三
O
八
長
が
珊
立
を
保
つ
て
ゐ

石川勝，石川感之産業、 875-6頁。
高川勝純物検持所，石川麟絹業史、 212頁。

19) 
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仰る。
向
石
川
勝
金
津
町
問
屋
町
取
引
す
る
範
聞
の
輸
出
向
絹
織
業
〔
可
ル
サ
ン
織
物
工
業
組
合
・
加
賀
羽
二
重
工
業
組
合
・
金
樺
人
絹
軸
物
工
業
組
合
・

石
川
勝
絹
織
物
工
業
組
合
〕
円
最
近
の
献
態
は
典
型
的
事
例
た
り
う
る
。

i
l
j

網
開
矧
模

態形。屋阿

南円E了マ1)

被自併従自
従 己 有 鞘 己

計扇組問周・
紹轡序瞥被

~替のー(

輯向白子被向
岨 み骨相
蟹己有つ ES己

認粧品 E器粧
僻静開 骨骨

，ト

己

粧

従

麗

極明

組

不

骨

言十
替替

k立|;二司
一
口
口
嘉
未
満

戸

台
一
戸
ニ
ロ
四

一
口
一
、
回
目
哲

一一宮一
一正

ι」l
!

一四六一

回ヨ回五五-コ

己
己
喜
未
満

戸

室

岡

田

回

主

信

一

J
Z
Z

コ
一
五
九
日
ノ
一

五

一

君

主

七

八

四

-

一
口
」
一
員
-

ロ
唱

ノ、

、さ一口

五

0
2量
未
満

戸

占

口

三
、
口
国
司

固

J

一口=一

ユ

回

ん

包

回耳

、苦一七
、二つ

一戸|雪
憂

s; 1_1__-1喜 劇主
合

芦一一一
一一-六七

五
五一九

一七一

計
台

ニ、回口品

車、入品、、き-一
一、皇室

ヨ一、喜一

昔
、
豆
王

三毛

瞥

見

包

、

一回
A 

革、
呈三と
孟晶ー孟畠

ー五

4回

ヨミ

三l三」

害芸

一

主

一言呈

一六、一一口

傭
菅
川
本
表
は
石
川
願
織
物
検
査
所
『
石
川
麻
絹
業
車
』
〔
昭
和
十
二
年
〕
所
載
の
前
泊
四
組
合
員
名
簿
〔
擁
護
教
記
載
〕
を
昭
和

I
五
年
七
月
各

組
合
事
務
所
に
挽
回

L
所
要
事
項
を
調
査
の
う
へ
整
理
せ
し
も
の
、
従
っ
て
推
定
白
一
基
礎
に
す
ぎ
ず
。
「
控
従
圏
恕
替
」
は
賀
り
の
買
方
法

門
問
屋
が
原
綿
版
買
と
同
時
に
そ
の
拠
品
を
買
約
定
す
る
方
法
〕
に
よ
る
経
管
で
あ
る
。

帥
「
自
己
・
被
従
嵐
樫
替
併
有
問
屋
」
一
二
戸
・
「
白
己
組
替
の
み
有
す
る
問
屋
」
七
戸
・
「
被
従
属
組
瞥
四
み
有
す
る
同
尾
」
八
戸
。
恒

L
後
由
一
一

者
は
多
〈
は
他
地
方
で
自
己
鯉
替
-
ま
た
は
控
従
属
輝
替
を
も
っ
た
品
、
貸
質
上
第
一
の
問
屋
に
属
す
る
も
の
が
多
い
。

日銀綱島支府，山形際ノ調織物、 60-62頁。

輪
出
向
絹
融
業
白
確
立

か
h

る
産
地
問
屋
は
巨
大
尉
関
白
分
身
た
る
獅
占
的
な
少
数
の
輸
刊
商
資
本
ま
も
凡
は
そ
の
直
接
の
支
配
制
た
る
責
込
商
の
出
張

21) 
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輪
出
向
精
融
業
の
確
立

第
五
十
二
巻

四
八
六

第
四
観

A 
丹、

所
・
代
理
屈
で
あ
り
〔
例
へ
ば
一
踊
井
螺
・
石
川
勝
で
は
『
現
在
の
演
出
し
屋
は
横
演
、
東
京
、
紳
戸
等
に
あ
る
直
輸
出
商
若
し
く
は

寅
込
商
白
間
接
出
又
は
代
四
一
屈
を
主
』
と
す
る
U
叫

従
っ
て
澗
占
的
友
豆
大
輸
出
商
資
本
の
一
繍
手
た
る
に
す
雪
友
い
。

我
闘
の
輪
出
向
絹
織
業
は
時
ミ
明
治
末
期
に
そ
の
機
械
化
・
工
場
化
を
建
成
し
た
が
、
そ
れ
は
所
調
廃
業
資
本
と
し
て

の
確
立
す
友
は
ち
商
業
資
本
H
高
利
貸
資
本
白
前
期
的
資
本
形
態
か
ら
の
分
離
・
澗
立
を
意
味
し
た
い
。
ハ
刊
農
業
に
於
け
る
資
本
主

義
化
D
欠
如
・
そ
れ
に
基
く
機
構
的
危
低
賃
銀
は
、
技
術
水
準
の
低
い
・
倭
小
た
〔
岡
井
燃
で
ス
ラ
ツ
シ
ヤ

1
糊
付
機
を
設
備
す
る

も
白
は
酒
井
織
物
株
式
合
祉
の
み
で
あ
る
〕
機
叫
慨
を
創
造
し
た
。
ロ
か
a
h

る
狭
隆
友
技
術
的
基
礎
は
、
多
分
に
封
建
的
色
彩
を
も
っ

賃
労
働
関
係
に
於
け
る
『
主
従
閥
係
L

D
存
在
と
相
候
っ
て
、
中
小
ヱ
揚
の
存
在
を
可
能
た
ら
し
め
、
商
業
資
本
の
産
業
資
本
へ
の

⑥
抽
晒
括

特
化
を
制
限
し
、
か
く
て
商
業
資
本
は
近
代
的
産
業
資
本
と
前
期
的
商
業
資
本
H

高
利
貸
費
本
的
支
配
の
結
合
形
態
を
と
る
に
至
っ

た
。
ん
円
か

t
h

る
産
地
の
生
産
形
態
を
基
礎
と
じ
て
摘
占
的
危
巨
大
輸
出
商
資
本
の
寡
頭
支
配
が
形
成
さ
れ
で
ゐ
る
。
か
く
し
て
前
に

詳
述
し
た
機
構
的
な
低
賃
銀
島
上
ぴ
商
業
資
本
の
生
産
者
座
迫
に
よ
る
技
術
水
準
低
位
の
補
償
'
と
い
ふ
崎
形
的
危
輸
出
能
力
は
、
新

し
い
基
礎
の
う
へ
に
新
し
い
形
態
を
以
て
再
生
産
苫
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

展

過

程

開

第
一
』
次
世
界
大
戦
後
説
関
輸
出
向
絹
織
業
は
最
初
富
士
絹
製
織
へ
、
つ
い
で
人
絹
織
物
製
織
へ
と
念
建
忙
特
換
し
た
が
、
上
述
し

た
確
立
形
態
に
は
基
本
的
な
費
化
は
生
じ
な
か
っ
た
。

中
原
料
輔
換

絹
織
物
製
織
よ
り
富
士
絹
・
人
縞
織
物
製
織
へ
の
縛
換
は
、
そ
の
原
紙
生
産
者
が
群
小
製
総
資
本
か
ら
潤
占
的
た

巨
大
紡
績
資
本
・
人
絹
資
本
に
移
る
己
と
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
の
紡
績
資
本
・
人
絹
資
本
は
す
で
に
前
漣
L
た
如
き
性
格
を
も
つ
に

横潰商工骨議所，本邦輪出絹融物に就て(年代不明)、 26頁。22) 



至
っ
た
産
地
商
業
資
本
と
原
料
配
給
に
閲
す
る
特
約
関
係
を
む
す
ぷ
に
至
っ
た
。
か
く
し
て
産
地
商
業
資
本
は
原
料
開
配
給
に
闘
し
て

は
E
大
紡
銭
安
本
・
人
絹
資
本
の
特
約
屈
と
し
て
一
般
機
業
家
に
封
す
る
原
総
配
給
樺
を
掌
掘
し
、
製
品
蒐
集
に
闘
し
で
は

E
大
輸

出
商
資
本
ま
た
は
モ
の
支
配
網
た
る
寅
込
商
白
出
張
所
・
代
理
屈
と
し
て
そ
白
蒐
集
の
直
接
的
機
閥
た
り
弓
右
忙
至
り
、
形
式
上
大

規
模
訟
産
地
商
業
資
本
D
-
般
機
業
家
に
謝
す
る
玄
配
白
強
化
ま
た
小
規
模
な
産
地
商
業
資
本
会
ょ
が
中
間
商
人
排
除

K
謝
す
る
基

礎
は
完
備
す
る
に
至
っ
た
。

②
紡
繍
・
人
絹
費
本
の
絹
織
業
進
出

紡
績
資
本
の
轍
出
向
品目
織
業
進
出
は:
明
治

十
七

言
士
瓦
斯
紡
績
株
式
合
祉
の
富
士
絹

製
織
に
始
ま
る
が
、
本
格
的
進
出
は
第
一
吹
世
界
大
戦
後
の
富
士
絹
・
人
絹
織
物
製
織
へ
の
時
換
以
来
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
度
「
紡

織
要
覧
』
に
よ
れ
ば
、
絹
人
絹
織
機
を
綿
織
機
か
ら
区
別
せ
る
も
の
に
鐘
紡
〔
=
一
、
五
八
六
華
〕
・
富
士
瓦
斯
紡
績
〔
五

O
二
一
基
〕
・
大
日

本
紡
績
〔
て

O
六
O
憂
U

・
若
林
製
紙
紡
績
門
一

O
O葺
〕
・
日
本
レ
ー
ヨ
ン
〔
一
、

O
一
九
蔓
〕
あ
り
、

そ
白
技
術
水
準
も
鐘
紡
山
科

〔ル

l
チ
式
絹
力
織
機
七
三
四
基
〕
長
潰
工
場
〔
白
働
織
機
一
、
三
六
三
蚕

γ
若
林
製
付
加
紡
績
〔
白
働
織
機
一

O
O塞
〕
・
日
本
レ
ー
ヨ
ン

二
元
工
場
門
ん

l
チ
式
一
五

O
牽
ヂ
ヨ

1
ジ
ホ
ヂ
ソ
ン
式
一
一
五

O
裏
ハ

1
タ
ス
レ

1
式
一

O
O蚕
〕
に
よ
り
例
証
せ
ら
る
ミ
如
〈
、

般
工
場
よ
り
遥
か
に
進
歩
し
て
ゐ
る
。
然
し
紡
績
人
絹
資
本
の
輸
出
向
絹
織
業
へ
の
か
L
る
進
出
は
、
全
開
B

と
し
て
見
れ
ば
未
だ
意

岡
た
る
に
す
ぎ
宇
、
し
か
も
か
h

る
意
聞
は
恐
ら
く
容
易
に
成
功
し
た
い
で
あ
ら
う
。

⑥
線
揖

E
大
成
総
生
産
資
本
白
輸
出
向
絹
織
業
粂
皆
へ

O
進
出
へ
の
意
聞
は
、
支
那
事
国
型
後
白
リ
ン
ク
制
度
主
契
機
と
し
て
杢

々
異
っ
た
形
態
で
賓
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
人
絹
曾
枇
は
人
絹
総
を
提
供
す
る
と
、
も
に
輪
出
向
〔
普
通
〕
人
絹
織
物
を
蒐
集
し

か
く
て
-
般
機
業
家
を
賃
織
業
と
し
て
再
編
制
せ
ん
と
し
つ
ミ
あ
り
、
産
地
の
大
規
模
な
商
業
資
本
た
る
特
約
庄
は
名
賓
と
も
に
人

絹
曾
祉
の
一
般
機
業
家
支
配
D
制
民
的
代
理
機
閥
と
在
り
つ
i
h

あ
る
。
然
し
人
絹
舎
祉
の
か
t

h

Z

輸
出
向
縞
織
業
支
配
が
、
特
約
組

輪
出
向
絹
融
業
の
確
才
一

第
五
十
二
巻

四
八
七

第
四
競

A 

九



川

八

八

合
に
於
け
る
製
競
合
枇
・
綿
織
業
に
於
け
る
紡
績
曾
祉
と
ひ
と
し
〈
前
期
的
友
商
業
資
本
的
支
配
た
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
支
配
が
産

輪
出
向
絹
融
業
の
確
立

第
五
十
二
番

第
四
競

九
O 

地
商
業
資
本
の
一
般
機
業
家
に
針
す
る
商
業
資
本
的
l
高
利
貸
資
本
的
支
配
〔
稲
井
照
に
於
け
る
所
謂
プ
ロ
ッ
ク
は
本
質
上
己
れ
の

強
化
を
意
閲
し
て
ゐ
る
〕
を
基
礎
と
し
媒
介
と
せ
ざ
る
を
得
ね
賠
に
於
て
、
人
絹
舎
枇
に
上
る
輸
出
向
絹
織
業
白
再
編
制
は
そ
の
近

代
化
の
促
進
で
は
な
〈
、
確
立
形
態
の
強
化
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
確
立
形
態
の
草
た
る
展
開
に
す
ぎ
在
い
。

四

tr 

寸

ぴ

我
閣
の
輪
山
川
向
絹
織
業
は
明
治
二
十
年
前
後
か
ら
稜
展
の
軌
道
K
乗
り
、
漸
〈
明
治
末
期
に
確
立
さ
れ
、
そ
白
後
D
設
展
は
こ
の
一

確
立
形
態
の
強
化
・
損
大
に
ほ
か
友
ら
泣
い
。

己
白
金
温
稗
を
貫
〈
も
の
は
商
業
資
本
H
高
利
貸
資
本
の
前
期
的
資
本
白
生
産
者
に
針
ナ
る
優
位
で
あ
る
。
明
治
末
期
以
来
産
地

商
業
資
本
の
、
第
一
抗
世
界
大
戦
後

E
大
紡
績
人
絹
資
本
の
機
業
粧
品
四
へ
の
進
出
が
見
ら
れ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
常
に
商
業
資
本
的

H
高
利
貸
資
本
的
支
配
と
結
合
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
か
ミ
る
商
業
資
本
的
日
高
利
貸
資
本
的
支
配
を
遇
巴
寡
頭
支
配
が
形
成
さ
れ
て

ゐ
る
。

そ
れ
は
恰
か
も
我
岡
農
業
に
於
け
る
土
地
所
有
者
の
直
接
生
産
者
に
針
す
る
優
位
と
相
通
事
る
も
の
が
あ
る
。
否
左
我
闘
農
業
の
か

L

る
構
造
と
そ
そ
の
技
術
の
特
性
を
通
じ
我
閣
の
輪
出
向
絹
織
業
に
か
も
ゐ
る
性
格
を
賦
興
し
て
ゐ
る
。
我
園
の
輸
出
向
絹
織
業
は
か

ミ
る
性
格
を
以
て
我
が
困
民
紅
済
の
再
生
産
構
機
の
基
底
の
一
つ
を
構
成
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

b




